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風景を真っ白に染め上げる雪は子どもたちにとって格好の遊び道具。雪だるまを作ったり、雪合戦をしたり
子どもたちは大はしゃぎです。 

平成21年永平寺町成人式…… 

平成19年度決算…… 

まちかどショット…… 

くらしの情報…… 

戸籍の窓…… 

雪だるまとぼくらはおともだち 雪だるまとぼくらはおともだち 雪だるまとぼくらはおともだち 

松松岡岡東東幼幼児児園園

戸籍の窓 12月届出分（敬称略） 

赤
ち
ゃ
ん 

2009年1月1日現在（前月比） 

合　計　20,160人　（－17） 

　男　　 9,709人　（－ 5） 

　女　　10,451人　（－12） 

世帯数　 6,085世帯（－10） 

（住民基本台帳より　外国人含む） 
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　永平寺町は中小企業経営を資金融資面で支援しています。今回新規
借入期間の延長や借換融資の導入などで利用しやすくしました。ぜひこ
の制度をご活用ください。 

　●新規設備資金借入期間の延長　 
　　　　　設備資金　5年以内→7年以内（但し、運転資金は5年以内） 
　●借換融資の導入 
　　　　　既融資額の50％以上返済していれば新たに借り換え可能 
　●窓口業務を行う金融機関 
　　　　　福井銀行福井医大支店（167－1900）が新規に取扱金融 
　　　　　機関として追加されました。 
　●実　施　日　平成21年2月2日より 

改正点（一般資金分） 

商工観光課　161－3921 お問い合わせ 

こかじ こたろう くんえもり のぞみ ちゃん
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ささき のわ ちゃん
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お
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各地区実行委員長より 各地区実行委員長より 
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成 人 式

永平寺地区実行委員長 松岡地区実行委員長

木
きの

下
した

大
おおき

県外に進学した人た
ちが地元に帰ってきて
くれることを願い､ 実
行委員を務めました｡
地元の親友のつながり､
そして3地区全体の新
しい友達のつながりが
できてよかったと思い
ます｡ ありがとうござ
いました｡

鈴
すず

木
き

佐
さ

和
わ

香
か

たくさんの人が参加
してくれて本当によかっ
たと思います｡ 出席し
てくださった先生方あ
りがとうございました｡
それから､ 一緒に実行
委員をしてくれたみん
なのおかげで､ 成人式
を楽しく盛り上げるこ
とができました｡

上志比地区実行委員長

反
たん

保
ぼ

智
さと

史
し

一生に一度の成人式
を地元のみんなと楽し
く過ごせるようにとい
う思いで取り組んでき
ました｡ 心に残る文集
やDVDなどを作成し
たり､ ダンスをしたり
と実行委員として盛り
上げていきながらも､
ぼくたち自身が楽しめ
た成人式でした｡

さん さん さん

各地区実行委員長より 
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成 人 式

平平成成2211年年永永平平寺寺町町成成人人式式がが１１月月1111日日､､ 上上志志比比文文化化会会館館
ササンンササンンホホーールルでで行行わわれれ､､ 118844人人がが参参加加ををししままししたた｡｡
式式典典でではは､､ 鈴鈴木木朝朝子子ささんん ((吉吉波波)) ののピピアアノノ伴伴奏奏でで国国歌歌をを斉斉唱唱
しし､､ 松松本本町町長長ををははじじめめ来来賓賓のの皆皆ささんんかかららおお祝祝いいのの言言葉葉ををいいたただだ
ききままししたた｡｡ 成成人人者者をを代代表表ししてて､､ 反反保保智智史史ささんん ((中中島島))､､ 前前田田真真
菜菜美美ささんん ((牧牧福福島島)) がが誓誓いいのの言言葉葉をを述述べべままししたた｡｡
ここのの後後､､ 記記念念撮撮影影やや茶茶話話会会ななどどがが催催さされれ､､ 華華ややかかなな振振袖袖やや真真
新新ししいいススーーツツにに身身をを包包んんだだ新新成成人人たたちちはは､､ 恩恩師師､､ 旧旧友友とと写写真真をを
撮撮りり合合っってて再再会会をを喜喜んんででいいままししたた｡｡

そそれれぞぞれれのの夢夢にに向向かかっってて進進んんででいいくく新新成成人人のの皆皆ささんんにに
｢｢二二十十歳歳のの抱抱負負・・夢夢｣｣ ををおお伺伺いいししままししたた｡｡

対象者 258人 男123人 女135人
(昭和63年4月2日から平成元年4月1日に生まれた皆さん)



特別会計 

企業会計 

永平寺さんちの家計簿 永平寺さんちの家計簿 永平寺さんちの家計簿 
　町の決算をより身近に感じていただくために、一般会計決算を家計簿の形にして表してみました。 
なお、金額の単位は「千万円」を「万円」に置き換えています。 

　永平寺さんちの家計簿の決算は、黒
字になりました。  
　一家の収入は主に給料ですが、支出
の全てを賄えないため銀行からの借入
金や貯金の取り崩しにより補っています。
  
　支出の主なものは、食費、ローン返済、
仕送りなどの経費にあてています。  
　現状の景気を考慮すると、基本給の
増は厳しいと予想されます。また会社（国）
の方針で諸手当も減っていくことが考
えられ、家計のやりくりが大変になると
考えられます。  
　今後とも、将来の生活設計（総合振
興計画）に基づき、支出を工夫し、また
経費の節約に心がけ、より質の高い生
活を目指していきたいと考えています。
  
 

給料 709万円 

　基本給（町税） 210万円　 

　諸手当（地方交付税など） 
 499万円　 

パート収入（分担金、使用料など） 
 22万円 

雑収入 27万円 

金融機関からの借入（町債） 
 67万円 

貯金の取り崩し（繰入金） 10万円 

前年度の残金（繰越金） 35万円 

合　計 870万円 

収　入 

食費（人件費） 219万円 

医療費（扶助費） 53万円 

公共料金、生活用品など（物件費） 92万円 

保険料、交際費など（補助費など） 110万円 

ローンの返済（公債費） 135万円 
　通常返済 102万円 
　先払返済（繰上償還） 33万円 

家の改築、修繕など 
　（普通建設事業費など） 86万円 

子どもへの仕送り、友人への援助 
　（繰出金、貸付金） 139万円 

貯金（積立金） 1万円 

合計 835万円 
 翌年度への繰越金 35万円 

支　出 

（決算） 

地方交付税　369,888万円 

24.2％ 

4.0％ 

2.8％ 

42.5％ 

7.8％ 

4.3％ 

6.3％ 
4.1％ 

23.4％ 

16.2％ 

14.2％ 
12.5％ 

11.0％ 

7.0％ 

6.8％ 

4.5％ 
民生費 
194,930万円 
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決 算

(単位：万円)

会 計 名 歳 入 額 歳 出 額 差 引 額

国 民 健 康 保 険 事 業 173,090 161,212 11,878

老 人 保 健 事 業 223,903 223,786 117

介 護 保 険 事 業 ( 保 険 勘 定 ) 139,802 138,968 834

介 護 保 険 事 業 (サービス勘定 ) 2,955 2,955 0

簡 易 水 道 事 業 21,994 21,652 342

下 水 道 事 業 93,051 92,148 903

農 業 集 落 排 水 事 業 25,103 24,904 199

土 地 開 発 事 業 11,196 11,196 0

(単位：万円)

会 計 名 収 入 額 支 出 額 差 引 額

上水道事業 (収益的収入および支出) 19,410 18,990 420

上水道事業 (資本的収入および支出) 2,888 10,046 － 7,158

(※不足額は､ 過年度分損益勘定留保資金などで補てん)

平成19年度の一般会計・特別会計・企業会計の決算が 
12月議会で承認されました。 
町民の皆さんが納めた税金や、国・県から入った 
お金の使いみちをお知らせします。 

平成19年度 

一般会計 
歳入総額…86億9,904万円（対前年度比率　2.0%減） 
歳出総額…83億4,782万円（対前年度比率　2.1%減） 

決算 

永平寺さんちの家計簿 永平寺さんちの家計簿 歳入 

分担金及び負担金 
12,606万円 

歳出 

地方交付税　369,888369,888万円 地方交付税　369,888万円 

24.2％ 

4.0％ 

2.8％ 

42.5％ 

7.8％ 

4.3％ 

6.3％ 
4.1％ 

24.2％ 

2.3％ 1.2％ 

0.8％ 0.1％ 

0.2％ 

0.1％ 

23.4％ 

16.2％ 

14.2％ 
12.5％ 

11.0％ 

7.0％ 

6.8％ 

4.5％ 

23.4％ 

16.2％ 

14.2％ 
12.5％ 

11.0％ 

7.0％ 

6.8％ 

4.5％ 

1.4％ 

1.1％ 

1.0％ 

0.2％ 

4.0％ 34.7％ 65.3％ 
2.8％ 

42.5％ 

7.8％ 

4.3％ 

6.3％ 
4.1％ 

 

繰入金 
9,565万円 
繰越金 
35,087万円 
諸収入 
24,035万円 

使用料及び手数料 
9,059万円 

財産収入 
1,660万円 

地方債 
67,470 

万円 

国庫支出金 
37,075万円 

衛生費 
57,079万円 

消防費 
37,478万円 

商工費 
19,535万円 

県支出金 
54,834万円 

地方特例交付金 
1,306万円 
その他 
1,050万円 地方税　210,139万円 

内訳　 
　町税　　　　 106,071万円 
　固定資産税　　90,817万円  
　軽自動車税　     3,330万円  
　市町村たばこ税  9,921万円 

地方譲与税等 
36,130万円 

農林水産業費 
58,781 

万円 
民生費 
194,930万円 
民生費 
194,930万円 

労働費 
6,473万円 
災害復旧費 
1,097万円 

議会費 
10,181万円 

公債費 
135,074万円 

土木費 
118,143万円 

総務費 
104,000万円 

教育費 
92,011万円 

 

自
主
財
源
 

依
存
材
源
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決 算

民
生
費

老人保健・介護保険事業繰出金 37,837
教
育
費

松岡中学校体育館耐震補強工事 4,125
心身障害者等扶助費 29,969 町内小学校改修工事等 3,296
児童手当・乳児医療費助成など 19,289 町内中学校改修工事等 1,167
国民健康保険事業繰出金 6,646 松岡古墳群土地購入費等 1,683
幼児園施設改修工事等 1,819 小・中学校パソコンリース料 3,396

土
木
費

町道維持補修工事等 5,304 農
林
水
産
業
費

村落広域営農支援事業補助金 (農業機械購入補助) 3,162
町道新設改良工事等 17,118 数量調整円滑化推進事業 (米生産調整補助) 3,228
五領川公共下水道事務組合負担金 13,881 土地改良事業 7,866
公共下水道事業繰出金 54,890 林道整備事業 5,420

総

務

費

コミュニティバス運営委託料 3,403 農業集落排水事業繰出金 16,790
福井坂井地区広域市町村圏電算共同利用負担金 5,237 衛生費 清掃センター運営費等負担金 28,277
こしの国広域事務組合負担金 6,614 し尿処理組合負担金 1,289
えちぜん鉄道支援事業補助金 3,835 消防費 耐震防火水槽整備工事 1,392
IP電話整備事業 1,874 AED (除細動器) 購入 441
税務関係委託､ 評価システムリース料 3,040 商工費 商工関係・中小企業支援対策等 12,003

平成19年度はこんな事業にお金を使いました〈主な事業〉 (単位：万円)
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町職員の給与

人件費の状況 (一般会計決算)
平成19年度の一般会計決算の人件費の状況は､ 次のとおりです｡
区 分 住民基本台帳人口(H20.3.31現在) 歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ 人件費率Ｂ/Ａ (参考)18年度の人件費率
19年度 19,939人 8,147,820千円 348,317千円 2,195,686千円 26.9％ 25.9％
(注) 人件費には､ 職員給与のほか､ 町長など特別職の給与､ 議員報酬､ 退職金､ 地方公務員共済組合負担金などを含みます｡

職員給与費の状況 (一般会計予算)
平成20年度の一般会計の当初予算における職員給与費の状況は､ 次のとおりです｡

区 分 職員数Ａ
給 与 費 一人当たり給与費

Ｂ/Ａ給 料 職 員 手 当 期末・勤勉手当 計 Ｂ
20年度 275人 990,238千円 107,892千円 405,278千円 1,503,408千円 5,467千円
(注)1 職員手当には退職手当を含みません｡ (注)2 職員数は平成20年4月1日現在の人数です｡

職員の平均年齢､ 平均給料月額などの状況
平成20年4月1日現在の職員の平均年齢､ 平均給与月額などの状況は､ 次のとおりです｡
①一般行政職 ②技能労務職
区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
永平寺町 47.2歳 332,526円 364,024円 永平寺町 48.2歳 234,306円 240,980円
国 41.1歳 325,113円 － 円 国 48.9歳 284,679円 － 円

(注) 1 一般行政職は､ 税務職､ 保健師､ 保育士､ 幼稚園教諭､ 消防職､ 企業職および技能労務職を除いた職です｡
(注) 2 平均給与月額は､ 給料月額に毎月支払われる扶養手当､ 住居手当､ 管理職手当などを加えた額です｡

職員の初任給の状況 一般行政職の級別職員数の状況
平成20年4月1日現在の一般行政職職員の初
任給の状況は､ 次のとおりです｡

平成20年4月1日現在の一般行政職職員の級別職員数の
状況は､ 次のとおりです｡

区 分 大 学 卒 高 校 卒 区 分 １級 2級 3級 4級 5級 6級
計永平寺町 158,700円 140,100円 標 準 的 な

主事 主事
主査

課長補佐
参事 課長

国 Ⅰ種 185,800円
140,100円

職 務 内 容 課長補佐 課長 理事
Ⅱ種 172,200円 職員数(人) 6 18 50 20 18 24 136

構成比(％) 4.4 13.2 36.8 14.7 13.2 17.6 100

(注) 一般行政職は､ 税務職､ 保健師､ 保育士､ 幼稚園教諭､ 消防職､ 企
業職および技能労務職を除いた職です｡

期末・勤勉手当
平成19年度の期末・勤勉手当の支給割合は､ 次のとおりです｡

区 分
永 平 寺 町 国

期末手当 勤勉手当 計 期末手当 勤勉手当 計
6 月 期 1.40月 0.725月 2.125月 1.40月 0.725月 2.125月
12 月 期 1.60月 0.775月 2.375月 1.60月 0.775月 2.375月

計 3.00月 1.500月 4.500月 3.00月 1.500月 4.500月
加算措置の状況 職務上の段階､ 職務の級などによる加算措置があります｡

退職手当 特別職の給料､ 報酬などの状況
平成20年4月1日現在の退職手当支給率などの状況は､ 次のとおりです｡ 平成20年4月1日現在の特別職の給料､ 報

酬などの状況は､ 次のとおりです｡
区 分

永 平 寺 町 国

区 分 給料または
報酬月額 期 末 手 当自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 23.50月分 30.55月分 23.50月分 30.55月分
町 長 840,000円 6月期 1.40月 計3.0月

12月期 1.60月 計3.0月
勤続25年 33.50月分 41.34月分 33.50月分 41.34月分

副町長 650,000円勤続35年 47.50月分 59.28月分 47.50月分 59.28月分
議 長 290,000円 6月期 1.30月 計3.0月

12月期 1.45月 計2.5月
計2.75月

最高限度額 59.28月分 59.28月分 59.28月分 59.28月分
副議長 230,000円その他の

加算措置
定年前早期退職特例措置 定年前早期退職特例措置

議 員 220,000円(2％～20％加算) (2％～20％加算)

公公公表表表しししままますすす 町町町職職職員員員ののの給給給与与与 給料・手当などについて
公表します

財政健全化判断指標の状況 

町の貯金（財政調整基金）と借金（一般会計の町債残高）の状況 
　財政調整基金については、平成17年
度に、約3億2千7百万円の取り崩しを行い、
主に市町村合併経費に充てました。平成
18年度には、行財政改革の取り組みを
始めた結果、約1億9千百万円の積み立
てを行いました。平成20年度以降は、現
在の景気情勢を勘案すると、税収などの
減少が見込まれ、減少財源を補うため財
政調整基金を取り崩すことから積立額が
減少すると推測されます。  
　一般会計に係る町債残高は、平成17、
18年度をピークに、減少傾向にあります。
平成18年度より、公債費抑制対策として
繰上償還を実施している成果が表れた
ものと考えられます。平成20年度以降も、
「永平寺町公債費負担適正化計画」に
基づき町債残高の抑制を図ります。 財政調整基金　　 町債残高 

1,250

1,150

1,050

950

850

10,500

10,000

9,500

9,000

8,500

8,000

基金（百万円） 町債残高（百万円） 

（
決
算
） 

平
成
１６
年 

（
決
算
） 

平
成
１７
年 

（
決
算
） 

平
成
１８
年 

（
決
算
） 

平
成
１９
年
 

10,279

1,232 905 1,096 1,100

10,265

9,693

9,145

 

①早期健全化基準 永平寺町（平成19年度決算確定値） 

実 質 赤 字 比 率  

連結実質赤字比率  

実 質 公 債 費 比 率  

将 来 負 担 比 率  

公営企業における  
資 金 不 足 比 率  

－（赤字となっていない） 

－（赤字となっていない） 

19.0％ 

148.1％ 

－（資金不足となっていない） 

（赤字）14.52％ 

（赤字）19.52％ 

25.0％ 

350.0％ 

（赤字）20.00％ 

健　全　団　体 早期健全化団体 

②財政再生基準 

（赤字）20.00％ 

（赤字）40.00％ 

35.0％ 

財政再生団体 

 

 

　「地方公共団体の財政健全化に関する法律」に基づき、平成19年度から算定・公表が義務付けられました。  
　健全化判断指標の基準となる「①早期健全化基準（イエローカード）」を越えると、財政健全化計画を策定し、自主
的な改善努力による財政健全化を行います。  
　「②財政再生基準（レッドカード）」を越えると、財政再生計画を定め、国、県等の関与による財政再建を行います。ま
た町債の発行など財政運営の制限を受けることになります。 

　町では、「行政改革大綱実施計画（平成19年3月）」や「公債費負担適正化計画（平成20年2月）」、「中期財政計画
（平成20年2月）」に基づき、財政の健全維持および事業見直しなどの行財政改革に取り組んでいるところです。  
　また、平成20年3月には新町の基本的構想・政策を示した「町総合振興計画」を策定し、行政運営の総合的な指針
として、事業を展開していきます。  
 しかし、現在の社会経済情勢の低迷や地方財政制度改正などに伴い、地方自治体の財政環境は刻々と変化していき
ます。今後とも「町総合振興計画」および「行政改革大綱実施計画」などを基本としながら、財政状況の変化、その時々
の行政ニーズへの対応を見極め、歳入確保や歳出削減など収支バランスの取れた財政運営の実現を目指し、一層の
財政健全化に努めてまいります。 

【財政健全化判断比率等】 

【行財政改革の着実な推進】 

永平寺町は、各健全化指標の基準をいずれも下回っており、健全団体の基準内となっています。 
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確定申告

所
得
税
や
住
民
税(

町
・
県
民
税)

を

正
し
く
計
算
す
る
に
は
、
ご
自
身
の
収
入

と
控
除
す
る
も
の(

必
要
経
費
・
扶
養
控

除
な
ど)

を
正
し
く
申
告
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

申
告
に
は
、
確
定
申
告
と
住
民
税
申
告

の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

確
定
申
告
は
、
所
得
税
を
清
算
す
る
た

め
の
申
告
で
す
。
確
定
申
告
を
す
る
と
住
民

税
に
つ
い
て
も
申
告
を
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
確
定
申
告
を
す
る

必
要
が
な
い
人
で
、
住
民
税
を
計
算
す
る

た
め
に
申
告
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
が
、
住
民
税
申
告
と
い
い
ま
す
。

申申
告告
がが
必必
要要
なな
人人
・・
不不
要要
なな
人人

●｢

申
告
し
な
く
て
い
い
人｣

①
年
末
調
整
さ
れ
た
給
与
所
得
の
み
が
収

入
の
人(

給
与
収
入
の
合
計
が
2
千
万

円
を
超
え
る
人
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す)

②
高
校
生
以
下
で
収
入
が
な
い
人

●｢

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人｣

申
告
し
な
く
て
い
い
人
に
該
当
し
な
い

人
は
、
す
べ
て
確
定
申
告
ま
た
は
住
民
税

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

｢

収
入
が
な
か
っ
た
か
ら｣

｢

年
金
収

入
だ
け
だ
か
ら｣

｢

税
金
が
か
か
ら
な
い

程
度
し
か
収
入
が
な
い
か
ら｣

と
い
う
の

は
、
申
告
を
し
な
く
て
よ
い
理
由
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

決
め
ら
れ
た
期
間
内
に
忘
れ
ず
に
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。

申申
告告
しし
なな
いい
とと
どど
うう
なな
るる
のの
？？

申
告
を
さ
れ
な
い
と
、
正
し
い
税
額
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
特
に
年
金

受
給
者
の
中
に
は
、
申
告
が
な
か
っ
た
た

め
に
、
税
法
に
よ
る
課
税
と
な
っ
て
し
ま

う
人
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

①
所
得
証
明
書
が
発
行
で
き
な
い
。

②
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
と
と
も
に
、
高
額
医
療

費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
高
く
な
る
。

な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申申
告告
にに
必必
要要
なな
もも
のの

①
収
入
を
証
明
す
る
資
料

・
源
泉
徴
収
票
、
支
払
調
書
な
ど

営
業
所
得
や
農
業
所
得
な
ど
が
あ
る
人

は
、
収
支
内
訳
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
収
支
内
訳
書
の
作
成
に
は
、
収
支

の
内
容
を
明
確
に
す
る
帳
簿
や
領
収
書
な

ど
の
準
備
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

②
控
除
を
証
明
す
る
資
料

生
命
保
険
・
地
震
保
険
・
損
害
保
険
の

支
払
証
明
書
、
国
民
健
康
保
険
・
国
民
年

金
の
領
収
書
、
障
害
者
手
帳
な
ど

③
印
鑑

な
ど

申申
告告
受受
付付
期期
間間
とと
場場
所所

●
受
付
期
間

2
月
１６
日
�
か
ら
3
月
１６
日
�
ま
で
で

す
。た

だ
し
、
次
の
よ
う
に
申
告
に
よ
り
所

得
税
の
還
付
が
見
込
ま
れ
る
人
に
つ
い
て
は
、

2
月
2
日
�
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

①
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合(

雑
損
控
除)

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合(

医

療
費
控
除)

③
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
で
購
入
し
た
場

合(

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除)

④
年
末
調
整
さ
れ
て
い
な
い
給
与
所
得
者

や
年
金
受
給
者
で
、
所
得
税
の
還
付
が

見
込
ま
れ
る
人

●
受
付
場
所

松
岡
地
区
…
本
庁
税
務
課

永
平
寺
地
区
…
永
平
寺
支
所

上
志
比
地
区
…
上
志
比
支
所

混
雑
を
避
け
る
た
め
、
地
区
別
に
受
け

付
け
日
程
を
設
定
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
先
に
配
布
し
ま
し
た
申
告
相
談
日

程
表
を
よ
く
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
確
定
申
告
は
、
福
井
税
務
署

(

福
井
市
春
山
1
丁
目

春
山
合
同
庁
舎

内)

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日日
曜曜
日日
にに
受受
付付
実実
施施

福
井
税
務
署
で
は
、
2
月
２２
日
�
と
3

月
1
日
�
の
両
日
、
確
定
申
告
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
告
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

福
井
税
務
署

�
２３－
2
6
9
0

税

務

課

�
６１－

3
9
4
4

住民税 (平成21年～)・固定資産税 (平成22年～)

先の12月議会において､ 住民税と固定資産税に設けていました全
期前納報奨金制度を廃止する町税条例の改正が可決されました｡
これにより､ 住民税は平成21年度分から､ 固定資産税は平成22年

度分から全期前納報奨金がなくなります｡
給与から天引きされている人との不公平感の解消､ 厳しい社会情勢
の中で､ 限られた財源の有効活用のための行財政改革によるものです｡
皆さまのご理解をお願いいたします｡

前前前納納納報報報奨奨奨金金金制制制度度度ががが廃廃廃止止止ににになななりりりままましししたたた

所得税確定申告

住民税申告

2
月
１６
日
�
か
ら
確
定
申
告
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。
申
告
に
必
要
な

書
類
な
ど
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
。
申
告
期
間
中
に
福
井
税
務
署
ま
た
は
役

場
な
ど
で
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

申申申
告告告
ががが
必必必
要要要
ででで
すすす

�
�
�

�
�
�

�
	


�

�
�

も

も

応急手当を正確にすばやく 
　町内の保育士26人が1月17日、普通救命講習
を受講しました。救急車が到着するまでの時間が大
変貴重なため、正確にすばやく応急手当をできるよ
う学びます。この講習では、主に心肺蘇生法の対応、
ＡＥＤの取り扱いなど練習用の人形で訓練しました。 
　受講した人は、「いざという時に備え、少しでも
役に立ちたい」と取り組んでいました。 
 

笑うことは栄養剤！ 
　永平寺町商工会の合併一周年記念講演会が１月
18日、上志比文化会館サンサンホールで行われ
ました。 
　炭酸栄養ドリンクのＣＭでおなじみの大村崑さ
んが「初笑いで商売繁盛！～崑ちゃんの人生論～」
と題し講演。「人生明るく生きたほうがいい。笑
うことは体の栄養剤」と力説し、家族の話・今ま
での生い立ちなどを交えながらおもしろおかしく
語りかけました。最初から最後まで笑いの絶えな
い講演会でした。 
 

消防意識をあらたに誓って 
　新春を飾る恒例行事、永平寺町消防出初式が1
月 4日、永平寺地区で行われました。消防職員、
団員約280人が参加し、松本町長をはじめとする
関係者の視閲式、分列行進を実施。消防職員、団
員たちは活動の士気を高めていました。その後、
九頭竜川に向かって一斉放水が行われると、赤・青・
黄色の幾筋もの水がアーチを描かれ、眺めていた
人たちは歓声をあげていました。 

昔遊びを伝えよう 
　子どもたちに昔の遊びを体験してもらおうと伝
承遊び教室が各幼児園･幼稚園で行われました。
この教室は、保健推進員すこやか会の推進員さん
による自主的な地域活動で、紙芝居やフラフープ
を使った“けんぱあそび”などを子どもたちに伝
えています。 
　松岡西幼児園では、1月 13日に行われ、缶と
木で作った天狗の下駄のような“桐のてんぐぽっ
くり”が大人気。竹馬の要領で子どもたちは、う
まくバランスをとりながらぽっくりぽっくりと歩
いていました。園児たちは、今ではあまり見かけ
ることのない遊びに夢中になっていました。 

熱心に受講する保育士の皆さん 

九頭竜川の河川敷で行われた一斉放水 

バランス感覚をマスターした園児たち 
「人生は明るく生きて」と話す大村崑さん 
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乳幼児健診・相談日程 

今月の予防接種対象者 

新
着
図
書
の
ご
案
内

新
着
図
書
の
ご
案
内 

新
着
図
書
の
ご
案
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 『

Ｉ
Ｔ
言
葉
は
オ
レ
に
聞
け
！
』　
　
　
矢
沢
　
久
雄 

『
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
日
本
崩
壊
』
日
本
テ
レ
ビ
報
道
局 

『
あ
し
た
吹
く
風
』　
　
　
　
　
　
あ
さ
の
　
あ
つ
こ 

『
英
語
で
読
む
日
本
の
マ
ナ
ー
』
Ｊ
Ａ
Ｌ
ア
カ
デ
ミ
ー 

『
栄
養
成
分
の
事
典
』　
　
　
　
　
　
　
則
岡
　
孝
子 

『
お
菓
子
１
年
生
』　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
　
智
美 

『
面
白
い
ほ
ど
よ
く
わ
か
る
流
通
の
す
べ
て
』　 

中
村
　
芳
平 

『
お
も
し
ろ
い
歴
史
物
語
を
読
も
う
』　
杉
原
　
志
啓 

『
オ
ー
ロ
ラ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ガ
イ
ド
』　
上
出
　
洋
介 

『
仮
想
儀
礼(

上･

下)

』　
　
　
　
　
　
篠
田
　
節
子 

『
勝
海
舟
を
動
か
し
た
男
大
久
保
一
翁
』　 古

川
　
愛
哲 

『
観
月
観
世
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
野
　
綾
子

『
銀
行
の
し
く
み
』　
　
　
　
　
　
　
　戸
谷
　
圭
子

『
銀
の
み
ち
一
条(

上･

下)

』　
　
玉
岡
　
か
お
る

『
紅
茶
の
す
べ
て
が
わ
か
る
事
典
』　 

Ｃ
ｈ
ａ
 Ｔ
ｅ
ａ
紅
茶
教
室 

『
壺
霊(

上･

下)

』　
　
　
　
　
　
　
内
田
　
康
夫

『
歳
時
記
の
あ
る
暮
ら
し
』　
　
　
　坂
東
　
眞
理
子

『
サ
ン
タ･

エ
ク
ス
プ
レ
ス
』　
　
　
　
重
松
　
　
清

『
住
宅
ロ
ー
ン
の
こ
と
な
ら
こ
の
１
冊
』　 山本

　
公
喜 

『
職
場
で
う
つ
か
な
？
と
思
っ
た
と
き
読
む
本
』 

　
伊
藤
　
克
人 

『
食
料
自
給
率
の｢

な
ぜ
？｣

』
　
　

末
松
　
広
行

『
女
神
記
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桐
野
　
夏
生

『
知
り
た
い
ト
コ
だ
け
！
つ
か
み
取
り 

　｢

裁
判
員｣

の
超
ツ
ボ
！
』　
吉
田
　
繁
實 

『
シ
ン
プ
ル
鍋
100
』　
　
　
　
　
　
　 

瀬
尾
　
幸
子

『
は
じ
め
よ
う
野
菜
づ
く
り
』　       

井
原
　
英
子

『
森
に
眠
る
魚
』　                      

角
田
　
光
代

『
夕
映
え
天
使
』　                       

浅
田
　
次
郎

『
老
後
の
財
産
管
理
』　 

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー･

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト 

『
わ
か
り
や
す
い
相
続
』　           

吉
田
　
杉
明 

 『
あ
い
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
』　   

宮
西
　
達
也 

『
あ
た
し
が
部
屋
か
ら
出
な
い
わ
け
』　 

Ａ･

ク
ー
テ
ュ
ー
ル 

『
雨
あ
が
り
』　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲
本
　
昭
治 

『
お
ば
け
の
ゆ
び
き
り
』　               

那
須
　
正
幹 

『
考
え
る
ロ
ボ
ッ
ト
』　
デ
イ
ビ
ッ
ド･

ジ
ェ
フ
リ
ス 

『
き
ず
つ
い
た
つ
ば
さ
を
な
お
す
に
は
』　 

ボ
ブ･

グ
ラ
ハ
ム 

『
ケ
ン
ケ
ン
と
ム
ン
ム
ン
』　       

な
ん
ぶ
　
か
ず
や 

『
こ
う
さ
ぎ
ジ
ャ
ッ
ク
ぼ
く
た
ち
と
も
だ
ち
』　 

バ
ー
ナ
デ
ッ
ト･

ワ
ッ
ツ 

『
子
ど
も
に
お
く
る
般
若
心
経
』　
　
　
　
新
井
　
満 

『
こ
の
世
で
い
ち
ば
ん
す
ば
ら
し
い
馬
』　 

チ
ェ
ン･

ジ
ャ
ン
ホ
ン 

『
里
山
の
お
く
り
も
の
』　               

今
森
　
光
彦 

『
空
と
ぶ
じ
ゅ
う
た
ん
』　

マ
ー
シ
ャ･

ブ
ラ
ウ
ン 

『
チ
ー
ム
あ
し
た
』　                 

吉
野
　
万
理
子 

『
な
ぜ
戦
争
は
よ
く
な
い
か
』
ア
リ
ス･

ウ
ォ
ー
カ
ー 

 

『
不
幸
な
少
年
だ
っ
た
ト
ー
マ
ス
の
書
い
た
本
』 

　
フ
ー
ス･

コ
イ
ヤ
ー 

『
ヘ
ン
リ
ー･

ブ
ラ
ウ
ン
の
誕
生
日
』　 

エ
レ
ン･

レ
ヴ
ァ
イ
ン 

『
真
夜
中
の
子
ネ
コ
』　
　
　
　ド
デ
ィ
ー･

ス
ミ
ス 

『
ル
ー
ル
！
』　
　
　
　
　
　
　
シ
ン
シ
ア･

ロ
ー
ド 

『
レ
イ
チ
ェ
ル
』　
　
　
　
　
　
　
　
　杉
山
　
薫
里 

       

町
立
図
書
館（
旧
松
岡
図
書
館
）
1

６１
ー
7
1
1
7 

町
立
図
書
館
永
平
寺
館
　
　
　
1

６３
ー
2
1
1
1 

町
立
図
書
館
上
志
比
館
　
　
　
1

６４
ー
3
1
7
0 

開
館
時
間
　
１０
時
〜
１８
時 

※
町
立
図
書
館
の
み
火
・
木
曜
日
は
１０
時
〜
２０
時 

一
般
図
書

 

児
童
図
書

 

お
問
い
合
わ
せ 

 

  
内田　康夫 
（角川書店） 

『
壺
霊
（
上
・
下
）』 

那須　正幹 
（佼成出版社） 

『
お
ば
け
の
ゆ
び
き
り
』 

（
〜
／
　
） 

休館 

3
31

伊
い

藤
とう

愛
あい

永
な

ちゃん 3歳
(花谷)

渡辺
わたなべ

心道
しんどう

くん 5歳
(谷口)

ママのお手伝いが大好き｡
お料理にお片付けなど､ 早く上手に
できるように頑張ります�
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図書館だより

はじめまして�
みんなのアイドル､ しんちゃんです｡
いつも笑顔で明るくて､ みんなを笑
わせるのがだぁいすきだよ｡

乳幼児健診・相談日程 乳幼児健診・相談日程 

今月の予防接種対象者 今月の予防接種対象者 

お問い合わせ 

松岡保健センター  161-0111 
永平寺保健センター  163-2868 
上志比保健センター  164-3000

　松岡保健センターでは、毎月第2水曜日の午前10時30分より「ベビー
ビクス教室」を実施しています。 
　ベビービクスとは赤ちゃんとお母さんのマッサージによるスキンシップ
とエクササイズからなります。お母さんの愛情のこもったエクササイズ
は赤ちゃん自身の自然な運動を促すだけでなく、情緒面にもよい効果を
もたらすと言われています。寒い季節、家の中で過ごすだけではなく、た
まには保健センターで他の赤ちゃんと一緒に体操してみませんか？ 
 
対　象：1歳未満のお子さんと保育者 
場　所：松岡保健センター（松岡福祉総合センター内） 
日　時：毎月第2水曜日（2月18日、3月11日　10時30分～11時30分） 
参加費：無料※申し込みはいりません。当日、会場にお越しください。 

新
着
図
書
の
ご
案
内 

健診・相談内容 対 象 児 日 程 場 所 時 間

1歳6カ月児
健 診

平成19年6月16日～
平成19年7月31日生まれ 2月20日(金)

松岡保健センター
(松岡福祉総合センター内)

13時30分～
14時まで受付

3歳児健診 平成17年12月16日～
平成18年1月31日生まれ 2月18日(水)

予防接種名 対 象 者

ＢＣＧ (結核)
個別予防接種

平成20年10月1日～
平成20年10月31日生まれのお子さん

三種混合
(ジフテリア・
百日咳・破傷風)

個別予防接種

1期初回
平成20年9月1日～
平成20年9月30日生まれのお子さん
1期追加
平成19年9月1日～
平成19年9月30日生まれのお子さん

★ 対象者には町から問診票を送付します｡
★ 接種場所は町内指定医療機関となります｡
送付案内をご覧ください｡

★ 町から配布されております ｢予防接種と
子供の健康｣､ あるいは ｢予防接種手帳｣
を必ず読んで接種してください｡

★ 問診票は裏面までよく読み､ 問診内容は
必ず自宅で記入してください｡

麻しん・風しん
1期
個別予防接種

平成20年1月1日～
平成20年1月31日生まれのお子さん

予防接種名 対 象 児 日 程 場 所

ポ リ オ
(急性灰白髄炎)
集団予防接種

平成19年12月1日～
平成20年11月30日生ま
れおよび90カ月未満の
未接種のお子さん

＊接種日の変更または､ 予備
日に接種を希望される場合､
必ず各保健センターにご連
絡をお願いします｡

3月3日 (火)､ 3月6日(金)
3月10日(火)
＊3月13日(金)､3月17日(火)
は予備日

松岡保健センター

3月11日(水) 永平寺保健センター

3月4日(水) 上志比保健センター

広報永平寺2月号 10
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永平寺特産品 

アイディア料理コンテスト 

①ひじきは水で戻す。水切りをしておく。 
②玉ねぎ、人参はみじん切りにしておく。 
③フライパンにサラダオイルを入れひき肉、人参、
玉ねぎを炒める。①を加え、グリンピース、パン
粉を入れ卵2個を割りほぐして混ぜる。 

④うすあげは半分に切り袋状に開き油抜きをする。 
⑤ほうれん草は塩茹でして食べやすい大きさに切っ
ておく。 

⑥④に③を詰めてつまようじで止める。 
⑦鍋に＜Ａ＞を煮立て⑥を入れて煮る。味がしみこ
んだら一旦取り出し⑤をさっと煮る。 

⑧お皿に盛りつけ、ほうれん草をそえる。 

作り方 

玉ねぎ…………………大1個 
人　参…………………小1本 
ひき肉…………………80ｇ 
グリンピース…………50ｇ 
（季節のものでよい） 
ひじき…………………5ｇ 
卵………………………2個 
うすあげ………………4枚 
（長方形のもの） 
パン粉…………………50ｇ 
ほうれん草……………200ｇ 
サラダオイル…………少々　 
つまようじ……………8本 

＜Ａ＞　 
醤　油……50cc 
みりん……大さじ１ 
砂　糖……大さじ1.5 
だし汁……250cc 

材料（4人分） 

 

小 林 杉 子さん（花谷）の作品 

調理時間45分　 
予算の目安（1人分）80円 
☆甘めで濃い味付けが好評。 
☆一度にたくさん作って
冷凍もでき、お弁当のお
かずにもぴったり。 
 

「具だくさん野菜包み」 「具だくさん野菜包み」 
　永平寺町では、昨年あわら市と共同で「住民基本台
帳カード広域多目的利用サービス」を開始しましたが、
今年3月下旬から大野市・高浜町・おおい町・若狭町
が新たに加わり市町の輪が広がる予定です。そこで、
この広域サービスについて、周知のためのパンフレッ
トや看板などに使用するシンボルマークを募集します。 

■そ の 他 
＊1人何点でも応募可能です。（ただし、同じ愛称の応
募は1点に限り有効） 
＊デザインは、シンボルマークまたはロゴマーク（ロ
ゴタイプとシンボルマークの複合型）のいずれかの
パターンとします。彩色は自由です。 
＊採用されたデザインについては、一部加工・修正す
る場合があります。 
＊応募されたデザインに関する一切の権利は、6市町
に帰属します。 
＊詳細は当町ホームページをご覧ください。 
　URL　http://www.town.eiheiji.lg.jp 

■応募方法　封書、電子メール、 
　　　　　　応募箱（それぞれ本庁・支所窓口設置） 
■記入事項　①シンボルマーク②デザインの意味・解説 
　　　　　　③住所④氏名⑤年齢⑥電話番号 
■応 募 先　〒910－1192　永平寺町松岡春日1－4 
　　　　　　役場商工観光課内　情報化推進室　 
　　　　　　161－3921  E-Mail: jouhou@town.eiheiji.lg.jp 
　　　　　　＊郵送の場合は当日消印まで有効 
■応募期間　平成21年1月26日（月）～2月20日（金）17時必着 
■賞　　品　採用された人には賞金10万円と関係6市
　　　　　　町の特産品セットを贈呈します。 
　　　　　　※6市町…永平寺町･あわら市･大野市･高浜町･おおい町･若狭町 

サービス内容 
①福井県内9箇所に設置される証明書自動交付機で住
民票の写しなど各種証明書の交付が受けられます。 
②住所地の役場窓口でも住民基本台帳カードで、印鑑
証明書の発行が受けられます。 
③住民基本台帳カードで、県内6箇所の図書館の図書
館資料の貸出しが受けられます。 

最優秀賞 

商工観光課 情報化推進室 161－3921お問い合わせ 

住民基本台帳カード広域多目的利用サービスの 
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お知らせ

永平寺町松岡兼定島 

この度、「王様のまくら」の 
隣に並ぶことになりました。 
水羊羹が入った変り物です。 
よろしくお願い致します。 

新登場！！ 殿様のまくら 
�������	
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「具だくさん野菜包み」 
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くらしの情報

町
民
の
皆
さ
ん
と
気
軽
に
話
し
合
え
る

場
を
設
け
て
、
共
に
考
え
共
に
行
動
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
町
で
は『
炉
ば
た
ト
ー

ク』

を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
会
や
団
体
・

グ
ル
ー
プ
な
ど
、
松
本
町
長
と
膝
を
突
き

合
わ
せ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
熱
く

語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
ご
希
望
の

人
は
、
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
町
民
サ
ー

ビ
ス
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ総

務
課

�
６１－

3
9
4
1

永
平
寺
町
役
場

(

本
庁)

、
あ
わ
ら
市

役
所
お
よ
び
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ(

ア
オ
ッ
サ)

に
設
置
さ
れ
た
自
動
交
付
機
で
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド(

住
基
カ
ー
ド)

を
用
い

る
こ
と
に
よ
り
、
各
種
証
明
書
【
住
民
票

(

世
帯
全
員
ま
た
は
個
人)

、
印
鑑
登
録
証

明
書

(

個
人)

、
所
得
課
税
証
明
書

(

個

人)

】
が
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

特
典
1

証
明
書
交
付
手
数
料
2
0
0
円

(

窓
口
の
場
合
3
0
0
円)

特
典
2

平
日
時
間
外
・
休
日
も
証
明
書

が
取
得
で
き
ま
す
。(

7
時
３０

分
〜
２０
時

役
場
本
庁
の
場
合)

お
問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課

�
６１－

3
9
4
5

ア
テ
ネ
・
北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ

リ
ス
ト
の
高
田
稔
浩
氏
を
迎
え
て
の
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

｢

生
き
て
い
る
自
分
が
好
き
に
な
れ
る
舞

台
が
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
競
技
で
あ
っ
た
…｣

熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
い
て
、
元
気
に
な

り
ま
し
ょ
う
！

演

題

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
挑
戦

日

時

2
月
１５
日(

日)
１３
時
３０
分
〜
１５
時

会

場

上
志
比
文
化
会
館
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料

主

催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
永
平
寺
ス
マ
イ
ル
ハ
ー
ト

協

賛

永
平
寺
町
社
会
福
祉
協
議
会

永
平
寺
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

お
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
永
平
寺
ス
マ
イ
ル
ハ
ー
ト

(

永
平
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
内)

�
６３－

2
8
6
3

清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
余
熱
館
へ
熱
を
供

給
す
る
高
温
水
配
管
か
ら
漏
れ
が
発
生
し
、

１０
月
１０
日
か
ら
休
館
し
て
お
り
、
大
変
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
。

配
管
布
設
工
事
に
よ
る
長
期
間
の
休
館
が

見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
希
望
に
よ
り
購
入

済
回
数
券
の
払
い
戻
し
に
応
じ
て
い
ま
す
。

な
お
、
購
入
済
回
数
券
は
、
営
業
再
開

後
も
使
用
で
き
ま
す
。

払
い
戻
し
期
間

営
業
再
開
日
の
前
日
ま
で

払
い
戻
し
場
所

福
井
坂
井
地
区
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

清
掃
セ
ン
タ
ー(

印
鑑
持
参)

営
業
再
開
時
期

平
成
２１
年
7
月
予
定

お
問
い
合
わ
せ

福
井
坂
井
地
区
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

清
掃
セ
ン
タ
ー

�
７４－

1
3
1
4

介護予防教室に参加し笑顔で体を動かしていました！ サンサンホールにて
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　永平寺町では、町内の大学生による
「機能別消防団員」を県内で初めて採
用しました。この団員は、福井大学医
学部看護学科の女子学生の皆さん（6名）
で、専門的知識を生かして大規模災害
時、けが人に応急処置を施す役割を担
うものです。 
　この制度は、能力や事情に応じて特
定の活動に参加する団員で、町では今
後、郵便配達員や学生、建設作業員な
どを採用し大規模災害に備えます。 
　なお、辞令を受けられたのは次の皆
さんです。　　　　　　　　（敬称略） 
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年 金 

お問い合わせ 
住 民 生 活 課　161－3945
福井社会保険事務所　123－4516

お問い合わせ 税務課　161－3944

　国民年金保険料は、確定申告などの税務申告の際に全
額社会保険料控除の対象となります。 
　国民年金保険料を納付した人が、社会保険料控除を受
けるためには、国民年金保険料を納付したことを証明する
『社会保険料（国民年金保険料）控除証明書』または、領収
証書の添付が義務付けられています。 
　社会保険庁では、平成20年中に納付していただいた国
民年金保険料の納付額を証明する『控除証明書』を昨年
11月上旬に送付しておりますが、平成20年10月1日から平
成20年12月31日までの間に、はじめて国民年金保険料を
納付した人の『控除証明書』については、本年2月に送付
することとしております。 
　なお、世帯主あるいは配偶者がご家族の国民年金保険
料を納付した場合は、納付した人が社会保険料控除を受
けることができます。 
　『社会保険料（国民年金保険料）控除証明書』にかかる
お問い合わせは、次の専用ダイヤルまたは、お近くの社会
保険事務所までご連絡ください。 
　電話番号　10570－070－117 
　設置期間　平成20年11月4日～平成21年3月13日 
　　　　　　※平日9：00～17：00

※4月からの公的年金天引き対象の世帯主の人には、
１月中旬にお知らせをしております。 
「口座振替」でのお支払いを希望される人は、本
庁税務課または各支所町民サービス課窓口にて、
納付変更の手続きをお願いします。 
ご持参いただくもの　 
　振替口座の預金通帳、通帳のお届け印 
改正点 
　口座振替への要件が原則としてなくなりました。
（※ただし、場合によっては、これまでの納付状
況などから口座振替への変更が認められない場合
があります。） 

『社会保険料（国民年金保険料） 
　　　　控除証明書』のお知らせ 

平成２１年度からの国民健康保険税の 
お支払いについて 

公的年金天引き対象の納税義務者
(世帯主）の人は、「年金からの
お支払い」と「口座振替」のどちらか
を選択できるようになりました。 

保険税の社会保険料控除について 

特別徴収（公的年金天引き）で納付された人 
☆特別徴収となる年金受給者本人の社会保険料
控除に適用されます。 
☆申告の際には、社会保険庁などの年金保険者
が発行した証明書をご利用ください。 
普通徴収（口座振替や金融機関などの窓口）で
納付された人 
☆国民健康保険税を実際に支払った人の社会保
険料控除に適用されます。 

　１月１１日（日）に行われました「成人式」の記念写真を
贈呈（無料）いたしますので、お手数ですが下記の窓口ま
でお越しください。（代理受領も可） 

期　間　1月21日（水）～3月2日（月）但し、土･日･祝日は除く 
時　間　8:30～17:30 
　　　※上記以外の時間をご希望の場合はあらかじ

め電話でご連絡ください。 
場　所　松岡地区  生涯学習課（松岡公民館）161－2009 
　　　　永平寺地区  永平寺分室（ふれあいセンター）163－4222 
　　　　上志比地区  上志比分室（サンサンホール）164－3270 
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年金・お知らせ

JA吉田郡 経　済　課 63－2660　吉 野 支 所 61－0230 
五 領 支 所 61－1234　永平寺支所 63－3160 
上志比支所 64－2013 

お問い合わせ 子育て支援課（松岡公民館内）　161－7250

お問い合わせ 住民生活課　161－3945

　採用予定数　　①保　育　士……………………若干名 
　　　　　　　　②放課後児童クラブ指導員……１　名 
　勤 務 期 間　　平成21年4月1日～平成22年3月31日 
　応 募 資 格　　年齢不問・健康な人・①は要資格 
　応 募 期 限　　平成21年2月27日まで 

※障害者雇用促進のために、次のとおり特別選考枠を設けます。 
　採用予定数　　若干名 
　応 募 資 格　　志願する職種の資格を有し、自力による通勤、介助なしの職務の遂行が可能な人で、 
　　　　　　　　身体障害者手帳の交付を受け、その障害の程度が1級から6級までの人。 
　　※詳細につきましては、お申し込み時にご説明いたします。 

後期高齢者医療保険料のお支払いについて 

「口座振替」でのお支払いを希望する人は手続きが必要です 

　振替口座についても、本人または連帯納付義務者（世帯主もしくは配偶者）以外の口座にすることも可能
になりました。(今年の4月に振込まれる年金で保険料が天引きとなる人には、1月中旬にお知らせのはがき
を郵送しています。） 

●これまでは、次の条件に該当した人が「口座振替」に変更できました。 
　①国民健康保険税を確実に納付していた本人が自分の口座振替で支払う場合　 
　②年金収入が180万円未満の人で世帯主または、配偶者の口座振替で支払う場合 

手 続 き す る と こ ろ　住民生活課、各支所の町民サービス課 
手続きのときに必要なもの　 ①後期高齢者医療制度の保険証 

②口座振替依頼書の本人控（金融機関で手続きをしてください。その際、振替口座の通帳、お届け印が必要です。） 
③認　　印 

※世帯主または配偶者などの口座から納付した場合、社会保険料控除は口座振替により支払った人に適用され
ます。これにより世帯全員の所得税や住民税が減額となる場合がありますので、十分ご留意ください。 

●来年度からはこうした限定がなくなりますが、次の点にご注意ください。 
　・これまでの納付状況などから「口座振替」への変更が認められない場合があります。 
　・「口座振替」に変更後、滞納が生じた場合は、「特別徴収」に変更になることがあります。 
　・保険料の納付が滞った際の納付義務は、あくまで本人または連帯納付義務者（世帯主もしくは配偶者）になります。 

☆嘱託職員を募集します。希望される人は、履歴書と資格証明書の 
　写しを添えてお申し込みください。 
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お知らせ

有限会社 ヤマギシ 福井県吉田郡永平寺町飯島２３-５ TEL ６３－２６０５　FAX ６３－４２４４ 

ホットあげの直売店（旧まどか） 

食の安心と安全に重視し、美味しい食品作りに心がけています。 

定休日：日・水曜日 

携帯 090－2031－8109

ＴＯＴＡＬＣＯＬＯＲの方は 
＋ 

トリートメントサービス 

今月の特典 

松岡志比堺25－220 
161－3301

HEAR MATE 

IKUKO 予約優先制 


